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幼稚園・保育所と小学校の連携の課題について
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全ての親子 気になる子ども 気になる親子 
表５　連携の規模 
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また、経験ありの中では、担任回数が小学校は２、３回、幼稚園は５、６回、保育所が２、３回であった。
小学校は70％が２、３回ほど、保育所も35％が２、３回ほど担任の経験があることになる。幼稚園は
60％の教諭が５、６回ほどの担任の経験があった。幼稚園の担任経験が多い事は、子どもの在籍期間
が小学校や保育所は６年間ほどであるが、幼稚園は基本的には３年間であることも関係するようであ
る。
５．考察
（1）連携の必要性
保育・教育現場の連携に対する意見や提案などの調査結果から、保育士や幼稚園教諭・小学校教諭たち
が連携の重要性を痛感し、熱望していることが伝わってきた。
然しながら保育・教育環境の現実は、公立と私立の経営上の配慮からくるジレンマや、昨今の少子化・
核家族化により助長されすぎた個性尊重と権利や自己主張、モンスターペアレンツの出現など難しい問題
が山積している。複雑でテンポの速い情報の溢れる時代に振り回される若い親たち、外国籍や一人親家庭
の増加、虐待などの問題を抱える親たちへの子育て支援といった、昔では想像もつかないほど複雑化した
保護者との対応に時間を奪われてしまう状態である。
個人情報保護法といった制度の壁が立ちはだかり、経済的施策からくる保育・教育現場の人手不足とい
った時代の流れの渦に浮沈している現実もある。
大人はもっと真剣に、この「現実」を見つめ、考え直さねば、子どもの「明るい未来」は見えないと考
える。
（2）今回のアンケートの回答者について
子どもの成長・発達過程においての育ちの不具合さが問題になる昨今だが、まず大切なこととして、子
どもの成長・発達過程を把握しておくことが重要である。しかしそれには、今回の調査に対する回答者
（小学校教諭・幼稚園教諭・保育士）にも注目する必要がある。性別・勤務年数・ポストの違いに大きな
特色があり、子どもの成長・発達過程に対する理解や把握の仕方にも影響がみられる。今回の幼稚園・保
育所側からの回答は、若い女性保育者が大半を占めているがために、小学校の教諭よりも人生経験が浅く
「子ども」を見るスパンが短い事からくる傾向もあったように伺える。
このような専門性・文化の違いが回答結果にも反映されていることが伺える。小学校の教諭は、専門教
科のある中学校教諭とセットで資格をとることが多い。小学校の教諭で幼稚園教諭資格を持つ人はまだま
だ少なく、保育士資格を持つ人はさらに少ない。従って、なかには専門教科には強いが、移行期の子ども
については、子どもを担当してから学ぶということもあるのではないか。幼稚園・保育所の５歳児の様子
を把握できていないので、１年生を赤ちゃん扱いしてしまったり、あるいは入学当初から小学生扱いで
“言葉だけの指示”を出してしまったりと、入学当初の子どもの気持ちに添った指導が不得手な小学校教
諭もあるようだ。また僅かではあるが、幼稚園・保育所時代は単なる“小学校への前段階”であるとか、
連携は入学後のクラス編成が関心事であるような風潮もあった。
このような専門性・文化の違いは、幼稚園と保育所も同様であることが伺える。文部科学省と厚生労働
省の壁もあるのではないか。幼稚園は学校教育法で義務教育をみすえているのに対し、保育所は児童福祉
法で子どもと保護者の安定した関係や生活を大切にしている事から、各々の特色が出てくる。しかし、極
端なところでは、幼稚園側の回答から“保育時間内の子ども”に関してのみと、“小学校でスムーズに行
動がとれる練習段階”のような意識が伺えた。保育所側からは“保育時間の長いこと”と、“親と共に子
育て”をしている気持ちが感じられたが、生活面で終始しているような面もあった。
公立の小学校は男性教諭が女性教諭よりも数としては少ないものの相当数在り、年齢層としても各年代
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が揃っている。公立の幼稚園や保育所は概して年配の女性が多く、私立の幼稚園・保育所は、若い女性が
大半を占めている。管理職の割合も同様である。このようなアンバランスは、待遇面や生活の保障・募集
人員数などといった社会の構成や時代背景が、今回の数字として表われている。
今後、保育・教育職を志す有能な若い学生たちが、安心して希望に向かって進める世の中になって欲し
いと願う。特に、乳幼児期と言うのは“人間として生きる根っこ”を育む大切な時期であることを、社会
はもっと広く認識して欲しい。幼児期は「知育」や「お受験準備」とか、「ファッション」など商業主義
的な風潮に流されて終わってはいけない、“人間”の子どもとして、大切な時期をいかに育てるか、社会
全体で再考されることが望まれる。
（3）調査内での合意性
「保育・教育現場の連携に対する意見や提案」と、調査内容の１つめの「幼・保・小の連携の実態と意
識調査」からは、現在の保育・教育現場の生の声が具体的に伝わってきた。連携の必要性を感じてこの研
究と調査を始めたのであるが、連携の重要性をさらに再確認させられる結果であった。
調査内容の２つめの「幼・保・小の立場から、幼児期に重要と思われる体験の調査」では合計15の質
問をした。小学校、幼稚園、保育所の立場で、幼児期に何を重要な体験としたか、その結果に順位をつけ
た。まず、幼児期に重要と思われる体験としての１番目は、小学校、幼稚園、保育所の何れもが『健康の
領域』の「外で元気に遊ぶことができ、丈夫な体を作る」で一致した。しかし、２番目は小学校が『健康
の領域』の「挨拶・早寝早起きなど、生活リズムの確立」を、幼稚園は『言葉の領域』の「担任や友達の
話をしっかりと聞くことができる」を、保育所は『人間関係の領域』の「相手の事を思いやることができ、
友達と仲良く遊ぶことができる」であった。３番目は小学校が『人間関係の領域』の「相手の事を思いや
ることができ、友達と仲良く遊ぶことができる」であった。幼稚園、保育所の３番目は『健康の領域』の
「挨拶・早寝早起きなど、生活リズムの確立」であった。幼児期に重要と思われる体験の２番目と３番目
で、小学校、幼稚園、保育所の特色が、みられた。
また、15問のうち３問が小学校、幼稚園、保育所において順位がすべて同じであった。まず、１番重
要な体験として『健康の領域』の「外で元気に遊ぶことができ、丈夫な体を作る」が一致した。次に一致
したのが５番目に重要な体験として『人間関係の領域』の「集団のルールを守ることができて、協調的な
態度がとれる」であった。３つ目の一致は15問中の15番目に重要という結果の『環境の領域』の「自分
の名前や数字を書いたり計算したりすることができる」であった。この質問は勉強の先取りと捉えられた
可能性もあるが、何れにしてもこれら15問の結果から、小学校、幼稚園、保育所が重要とする事への思
いは同じであることが伺える。
この「連携」の研究で、小学校、幼稚園、保育所はそれぞれの特色はあるものの、連携以前の基本的な
ところでは、保育・教育現場における心は何れもがしっかりと繋がっている事が明確に伝わってきた。
６．おわりに
より良い子どもの連続的な学び・育ちを援助するにはどうしたらよいのかと、現在の保育・教育環境を
調査し、これからの時代を担う子どもとその親たちへ、何らかの援助の提案ができればと考察を試みた。
結果としては、保育・教育環境の現実が非常に厳しいものであることと、連携の必要性の再確認であった。
「デューイがフレーベルの教育原理を再現したシカゴ大学の実験校をはじめ、アメリカの小学校の教育
内容や方法は、幼稚園教育からの自然的な連続発展であって、幼稚園は小学校の初級ないし基底として、
小学校教育に密接に関連するようになっている。幼稚園と小学校低学年とは『幼年教育』として分離でき
ない内面的な一連と考えられている」と、「フレーベル『人間教育』入門」に記されている。国家や時代、
あるいは教育システムの異なりが有るといえども、「人間の教育」の本質的なところは同じはずである。
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幼稚園、保育所、小学校の連携を、大切にして欲しい。
今回の調査に対して、限られた時間と多くの問題を抱える教育現場から、連携に対する具体的な意見や
提案が多数寄せられた。現実的な連携のシステム化や、保護者対策といった教師間の垣根を越えた連携の
工夫、「皆で子育てを！」の気持ちを繋げる篤い提案がった。未来を見据えたこれからの保育・教育環境
に、期待したい。
お忙しい中、ご協力いただいた保育士・教諭の方々にたいして感謝いたします。
この考察結果をお届けし、さらなる問題提起や参考としていただける部分があれば幸いです。
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